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        時事寸考             

シーダ・ウォーク施設長・医師の吉田です。1 月に入って
全国的にインフルエンザ患者数が急増しています。毎年こ
の時期になるとインフルエンザが流行しますが、これはウイ
ルスに対する終生免疫が得られないためで毎年インフルエ
ンザにかかることもあります。ワクチンの接種では 5 か月間
ほど免疫が保たれるといいます。 

さて、ワクチン接種によって長期間免疫が保たれる疾患も
あり、風疹もそのひとつですが国立感染症研究所感染症疫
学センターは 2019 年 1 月 9 日付で「風疹流行に関する緊
急情報」を発表しました。風疹は 2012 年に 2386人、2013

年に 14344 人の患者が報告され大流行となりましたが、以
後 2014 年 319 人、2015 年 163 人、2016 年 126 人、
2017 年 93 人と減少傾向でした。ところが 2018 年は第
42 週（10 月15 日～10 月21 日）の218 人をピークとし
て、2,917 人の報告がありました。患者は男性が女性の 4

倍と多く、特に30代から40代の男性（中央値 43歳）が多く
なっています。 

妊娠初期の妊婦が風疹ウイルスに感染すると胎児に
種々の合併症（先天性風疹症候群）が生じることがあります。
このため当初は女児のみを対象として風疹ワクチンを接種
していたのですが、この方法では風疹の流行を阻止できな
いことが判明しました。厚生労働省では風疹ワクチン定期接
種の機会のなかった昭和 37 年 4 月 2 日から昭和 54年 4

月 1日の間に生まれた男性に対して、2019年度から 2021

年度にかけて抗体価を調べた上で定期接種を行うことにし
ました。なお、ワクチン接種歴の不確かな女性は抗体価を
確認して必要ならワクチン接種を受けることが望ましいです
が、妊娠中はワクチン接種ができず、また接種後 2 か月間
は妊娠を避ける必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          お知らせ             

 
河北医療財団では facebookページを 

持っております。シーダ・ウォークのコン 
サート等の様子も公開していく予定です 
ので、是非ご覧になってみてください。 
 

 

   イベント・コンサート※内容等、変更となる場合がございます。   

◆2 月のコンサートは 1 月 25 日（金）現在、予定はあ 

 りませんが、今後予約が入りましたらポスターでお 

  知らせします。 

 

 

 

 

 

 

 

     栄養科より今月の一押しメニュー       

              2/3「節分」の昼食に『豆としらすのご飯』
をご用意します。節分といえば豆まきで
すが、かたい炒り大豆の変わりに、節分
にちなんだ食材である豆（枝豆）と鰯（し
らす）を使った栄養満点のご飯をご用意
します。さらに、2/11 昼食には〝鮭ちら
し〟をご用意する予定です。寒い日が
続いていますが、しっかり食事を取り元
気にお過ごしください！！ 

 

  Cedar Walker で法律相談                      
毎回、様々なテーマで法律問題を簡単に解説させていた

だくこの連載ですが、今回のテーマは… 
      南青山児童相談所設置騒動について 

              

港区が南青山に子ども家庭総合支援センターを設置するこ
とを決めました。平成 33年 4月に開設予定のこのセンターは、
子どもと家庭の状況に応じた支援機能と児童相談所の専門機
能を一体化させ、総合的に支援していくための、子ども家庭支
援センター、児童相談所、母子生活支援施設の３施設からなる
複合施設です。 

大変良いことのように思いますが、この地が青山学院大学に
ほど近い、表参道の一等地であることから、思いもよらぬクレ
ームがつきました。説明会を開いたところ、地元住民の一部か
ら「一等地に相応しくない施設だ」という声が上がったのです。 

「子どもと青山はつながらない」「このような施設をつくると港区
としての価値が下がるのではないか」「子どもが泣き叫ぶような
ことがあったら近所迷惑になる」「非行問題児を持ってきて面倒
を見るのは反対だ」などという意見が少なからず寄せられまし
た。 

 こうした意見に共通しているのは、複合施設のうちの１つであ
る児童相談所に対する無知と偏見です。あたかも非行少年が
檻のようなところに閉じ込められてのべつ幕なしに奇声を発し
ているかのような誤解があるようです。だとしたらとんでもない
間違いです。 

 私は仕事柄幾つもの児童相談所を訪ねていますが、うるさい
児童相談所や危険な児童相談所、あるいは不衛生な児童相談
所などは、知る限り一つもありません。いずれも落ち着いた雰
囲気で、周囲に不安や違和感を与えることもありません。他方、
子どもたちを安全な環境で育てる意味で児童相談所が果たす
役割は今後ますます大きくなると思われます。 

 幸い南青山でも大半の住民は新しい施設の建設を好意的に
受け止めているようです。文字通り、子どもや家庭を支援する
総合施設が無事に建設されることを願ってやみません。できれ
ば港区らしい、他の先駆けになるような洒落た施設であってほ
しいと思います。 
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今年は･･･『東京駅を巡る旅』！！ 

11月 18日（日）陽光の注ぐ中、23名のデイケアご利用者 

とご家族と一緒に貸切大型バスにて、東京駅へ。 

昼食は東京ステーションホテル内レストラン『しち十二候』。 

創作和食で食と語らいの時間を。そしてそのあとは～・・・ 

ＫＩＴＴＥや新丸の内ビルなどの商業施設や東京駅構内の散策、 

百貨店でのショッピングと・・・枚挙に暇が無いほど。 

参加者は思い思いの小旅行を楽しまれた様子でした♪ 
 

 

 

 


